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早稲田大学

2017年基幹理工・創造理工・先進理工第 5問

5 3次の整式 f(x) = x3+ x2+ px+ q（ただし，p Ë q; q Ë 0），および g(x) = ¡1
x+ 1 が次の条件 (¤)

をみたすとする．

(¤) f(x) = 0の任意の解 ®に対して g(®)も f(x) = 0の解である．

次の問に答えよ．

(1) p; qの値を求めよ．

(2) f(x) = 0は¡2 < x < 2の範囲に 3つの実数解をもつことを示せ．

(3) f(x) = 0の任意の解を 2 cosµとするとき，2 cos 2µ，2 cos 3µも解であることを示せ．

(4) 2 cosµ (0 < µ < ¼)が f(x) = 0の解であるとき，µの値を求めよ．


